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神戸薬科大学における自然換気システムの計画と実施

㈱竹中工務店 鍋谷めぐみ・田中規敏 大阪大学大学院 山中俊夫・甲谷寿史・桃井良尚

神戸薬科大学11号館において、｢風の建築」をコンセプトに
自然風を利用した学校建築を実現した。ウィンドチムニーを
採用し、風洞実験や机上計算による効果的な形状の検討、竣

工後の計測による予測値と実測値の検証を行なった。同時に、
自然換気設計支援ツールを作成し、設計者が初期段階から自
然換気を検討できるツールを作成した。

11号館（薬学臨床
教育センター）

■建築概要

所在地 神戸市東灘区本山北町

建築面積 １,２２４.６㎡

延床面積 ６,９０８.３㎡

構造規模 ＲＣ造 Ｂ1，Ｆ６，Ｐ１

工事期間 ２００６年１１月～２００８年２月

最高高さ ３０.７５ｍ

■設備概要

周囲を自然に囲まれた立地 市街地からの遠景
階段室を兼
ねた吹抜

南側隣接棟
との間の中

庭

■設備概要
□空 調 設 備
熱源 ：空冷ＨＰパッケージエアコン 計1300ＫＷ（冷房時）
空調 ：講義室 床置ダクト型室内機＋全熱交換器
自動制御：パッケージ室内機、全熱交換器集中制御、自然換気窓制御

□電 気 設 備
受変電 ：高圧6.6ＫＶ １回線受電 トランス合計容量 1200ＫＶＡ
非常電源 ：専用受電
中央監視 ：受変電機器 照明 換気機器等の監視・制御 各種電力量
照明器具 ：講義室 700Ｌｘ 天井埋込型Ｈｆインバータ32Ｗ×2

初期照度補正・連続調光付、手動調光
便所 人感センサーによる点滅

情報通信 ：電話・ＬＡＮ・ＡＶ用配管設備、館内放送
□衛 生 設 備
給水給湯 ：受水槽18ｍ3 加圧給水方式、貯湯式電気温水器
排水設備 ：汚水、雑排水 下水本管へ放流

実験排水 既設排水処理槽経由にて下水本管へ放流
ガス設備 ：実験器具用ガス配管

■風洞実験によるチムニー形状の検討 風洞実験により効果的な自
然換気が得られるウインドチ
ムニーの形状を検討。

チムニー

③ 屋上チムニーより排気

②
ガラリから暖気をチムニーへ

屋上のチムニーにより、風がない時も
重力換気による自然通風を行なう。

自然換気システム概要自然換気システム概要 効果的な自然換気システムの検討効果的な自然換気システムの検討
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竣工後の検証竣工後の検証 アンケートによる使用者意識調査アンケートによる使用者意識調査

1室当りの換気量は1500～4000㎥/hの自然換気量が得られ、中間期はエア
■ 自然換気時の温冷感 ■ 大講義室の自然換気への認知度
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年間CO2削減量※

3.3tCO2/年 外気温が比較的低い自然換気時
温冷感は比較的良好

自然換気の認知度が低い。→居住者
教育啓蒙による自然換気 理解

1室当りの換気量は1500 4000㎥/hの自然換気量が得られ、中間期は ア

コンを使用せずとも大講義室は良好な温熱環境を維持できることがわかった。
自然換気による空調エネルギーの削減効果を年間CO2削減量として試算す
ると約3.3tCO2/年の効果があった。
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チムニー３ チムニー４ ※COP＝3.0エアコンで処理した場合

表示ﾊﾟﾈﾙによる使用者への周知表示ﾊﾟﾈﾙによる使用者への周知自然換気設計支援ツールの作成自然換気設計支援ツールの作成

■ STEP2-月別、時刻別風配図 ■ STEP3-自然換気効果の試算例■STEP1-自然換気計画手順
気象データや壁
面風圧係数分
布の整備した。

設計者が計画
初期段階で、容
易に開口位置や

の温冷感は比較的良好 の教育啓蒙による自然換気への理解
を得ることが重要

チムニー
開口操作
ボタンに易に開口位置や

面積をスタディし、
計画建物への
自然換気設計
へ反映。

ボタンに
説明パネ
ルを掲示。
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を解説し
た。


